
                   期待を胸に２４０名の入学生が仲間入り！ 
                   ４月７日（金）に本校体育館にてＰＴＡ会長をは 

じめとするご来賓の方々をお招きし、令和５年度入 
学式が厳粛な中にも盛大に挙行されました。 
入学生が会場を後にする際は、吹奏楽部の生演奏 

にあわせて在校生有志が合唱曲『fight』を歌い､新 
入生へ熱いエールを送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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名北の風 
 

入学式 式辞 要旨 
                  宮城県名取北高等学校長 石墨 安洋 

 

御入学おめでとうございます。私達教職員、そして在校生一同、心より歓迎いたします。 

また、保護者の皆様、お子様の御入学、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上 

げます。本校は 1979年に開校し、創立から 40年を超える学校となります。「人間愛」「創 

造」「貢献」を校訓とし、人間を愛し、創造の精神を尊び、社会に貢献できる人づくりを目 

標として、誠心誠意新入生の皆さんの教育に携わっていきますので、安心して学校生活を 

送りください。 

さて、これからの高校生活を送るにあたって、新入生の皆さんにぜひ心に留めておいてほしいことを伝え

ておきたいと思います。14世紀のイスラム社会にイブン・ハルドゥーンという歴史家がいました。彼は、当

時のいくつかのイスラム系王朝で官職を歴任した政治家でもありましたが、彼の書いた本の一文に次の様な

ものがあります。 

 

「人間は本質的に無知で、獲得という手段を通じて知識を得る」 

 

彼が述べた通り、考えてみれば生まれたばかりの赤ん坊には当然知識などはありません。親から与えられ

た情報を自らの生きるための術として身につけていくことで知識が増え、できることも増えていきます。こ

れは年齢を重ねていっても変わることはないのです。「獲得＝知る」という能動的な行動を取り続けなけれ

ば、人は知識を得ることができず、増やしていくこともできません。「知る」を「学ぶ」と言い換えれば、発

想豊かな人間であり続けるためには、一生、学び続け、知識をインプットし続けることが大切です。材料が

なければ料理ができないように、自分の中にインプットした知識がなければ新しい発想を生み出すことはで

きないのです。高等学校に入学したことはゴールではありません。新たな環境で、新たな人間関係を築き、

知識を得るために学ぶスタートラインに皆さんは本日立 

ったのだと考えてください。そして、もちろん知識を獲 

得し続ける行動は高等学校を卒業すれば終わりというこ 

とではありません。一生涯にわたって自らを成長させ続 

けようとする姿勢が大切になってきます。この学校を卒 

業する時に、生涯にわたって活用することができる学び 

方を学ぶことができたと思えるよう、日々の学習に、行 

事に、部活動に全力で取り組んでくれることを期待して 

おります。その先に、本校の校訓にある「創造」を実現 

できる力が培われてきます。培った「創造」力を「人間 

を愛する」思いを強く持ちながら社会に「貢献」できる 

人間に成長する第一歩を今日から歩きはじめてほしいと 

思います。 
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これで君も名取北高生だ！ 
 ４月１０日（月）に、生徒会執行部の生徒が中心となって対面式を行いました。 
１年生は緊張した面持ちで先輩方の間を入場した後、生徒会長から歓迎の言葉を 
いただき、本格的な高校生活をスタートさせました。その後の部活動紹介では、 
様々な部活動が工夫を凝らした紹介を行い、新入生は先輩方の真剣な様子を食い 
入るように見つめていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・穀田 浩美 

歓迎の言葉 

    生徒会長 小野寺 琉唯（柳生中出身） 

春の暖かい日差しが差し、桜吹雪が舞う季節にな

りました。名取北高校に入学された１年生のみなさ

ん、ご入学おめでとうございます。 

４月に新たな門出を迎え、新しい環境に身を置い

たみなさんは、きっと今、不安でいっぱいだと思い

ます。中学校が違うクラスメイトが隣に座っている

状態で緊張するなという方が難しいと思います。２

年前に入学した私もそうでした。今でもつい最近の

ことのように覚えています。そのように感じられる

ように、きっと高校生活はみなさんが思っているよ

りもあっというまに過ぎていきます。これから名取

北高校の１年間の行事をみなさんがイメージ出来る

よう紹介しますが、名取北高校には楽しい行事がた

くさんあります。学校生活のことでなにか分からな

いことがあれば、先輩方に何でも聞いてください。

名取北高校には優しい先輩がたくさんいます！ 

これから思い出に残る青春をたくさん作りましょ

う！これを歓迎の言葉とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく着任された先生方です。よろしく

お願いします！ 

教頭 穀田 浩美（数学科） 

教諭 木村 誠 （地歴公民科） 

教諭 伊藤 福子（家庭科） 

教諭 山本 泰介（理科） 

講師 今野 基 （理科） 

講師 後藤 朋華（養護） 

主事 菅原 万葉（事務室） 

５月行事予定 

5/ １(月)2時間授業・ＰＴＡ総会 

  12（金）交通安全教室 

  １５(月)～１９（金）学校公開 

  １８（木）内科検診 

  ２４(水)生徒総会・仙南総体報告会・県総体壮行式 

  2７（土）英検 

  ３１（水）眼科検診・避難訓練 

カウンセリング 5/1１(木)・1８（木）・２９（月） 

 

 

 

 

 

新入生代表の言葉 

       佐藤 柑那（角田中出身） 

今日は、私たちのために対面式を行ってくださ

りありがとうございました。 

憧れだった名取北高校の生徒になれることを、

私たち一同とても嬉しく思います。これから３年

間名取北高校の生徒として誇りを持ち、責任のあ

る行動が取れるよう、自らを向上させていきたい

と思います。 

新しい環境の中で、新たな人間関係を形成して

いくことや学習についていけるかなど、不安が尽

きないのも事実ですが、何に対しても努力を惜し

むことなく挑み、様々な不安を打破していきたい

と思っています。体育祭、文化祭、修学旅行とい

った学校行事もとても楽しみにしています。学習

と部活動や行事などしっかり両立できるよう努め

ていきたいです。 

校長先生をはじめとした先生方、先輩方、まだ

まだ未熟で分からないことも多い私たちですが、

どうぞよろしくお願いします。 
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